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自由民主党北海道支部連合会

平成30年度「団体政策懇談会」

　11月29日(木)、道議会自民党会議室で標記政策懇

談会が開催され、当会から長瀬会長ほか４名の役員

が、自由民主党北海道支部連合会からは、伊藤条一

北海道議会議員(会長代行)ほか９名が出席した。

　田中芳憲北海道議会議員(政調会長代理)の司会に

より開会した後、長瀬会長から「こうした機会を設

けていただき感謝している。多くの事柄について要

望させていただくのでよろしくお願いしたい。」と

挨拶を述べた。

　引き続き、各担当役員より総論のほか、26項目の

「医療政策に関する要望」を行った。

　その後、「ピロリ菌の除去」、「がん検診の効果」

等について意見交換を行った。

公明党北海道本部政策懇談会

　標記政策懇談会が、12月８日(土)、札幌市内ホテ

ルにて開催され、当会からは、長瀬会長ほか５名の

役員が、公明党北海道本部からは、稲津久衆議院議

員(代表)ほか10名が出席した。

　稲津代表に要望書が手渡された後、森成之幹事長

ならびに長瀬会長による挨拶が行われた。長瀬会長

は挨拶で「国ならびに本道の医療政策において、公

明党の果たす役割は大きい。昨年のメディカルウイ

ングの運航開始においても、多大な貢献があった。

年末も近い多忙なこの時期に、要望を取り上げても

らう機会を作ってくれたことを感謝している。引き

続き北海道の医療をより良いものにすべく協力をお

願いしたい。」と述べられた。

　その後、当会担当役員より要望書に基づき、総論

のほか、要望事項26項目の要点を説明した。

政党との政策懇談会

常任理事・医療政策部長　笹本　洋一

会場の様子
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医療政策等に関する要望（項目のみ記載） 
 

１.総 論 

２.国民皆保険の堅持について 

2-1.混合診療 

2-2.医療計画および地域医療構想 

３.地域医療の確保について  

3-1.医師確保対策 

3-2.地域医療介護総合確保基金(新基金)への対応 

3-3.災害時の電力確保 

3-4.外国人患者受入体制の確保 

４.地域包括ケアシステムの構築の推進について  

4-1.地域支援事業｢在宅医療･介護連携推進事業｣ 

4-2.介護人材の定着･確保 

4-3.介護医療院への円滑な転換 

５.救急医療体制の充実･確保について  

5-1.航空医療体制の整備 

(1)患者搬送固定翼機(メディカルウイング)運航事業 

(2)ドクターヘリ 

5-2.災害医療対策と原子力防災対策の充実･強化 

5-3.小児救急医療体制と現行救急医療体制の問題 

5-4.休日夜間診療確保対策事業の継続 

６.消費税、医業承継、事業税について  

6-1.社会保険診療等に対する消費税等 

6-2.医業承継時の相続税･贈与税制度 

6-3.社会保険診療報酬に対する事業税非課税措置の存続 

７.受動喫煙対策について 

８.ＶＰＤ(ワクチンで予防できる病気)について 

 8-1.おたふくかぜワクチンの定期接種化 

 8-2.風しん対策 

９.中学生を対象としたピロリ菌検査と除菌について 

10.学校健診について  

11.医師の働き方改革について 

 11-1.医師の時間外労働 

 11-2.応召義務 

12.看護職員および実習施設の確保･充実について 

1.看護職員確保対策 

2.看護教育実習施設確保対策 

13.看護師等養成所運営費補助金について 


